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　外来診療担当医は下記のとおりです
診療所 診療開始時間 月 火 水 木 金

西会津
午前9時～　

坂　田 坂　田 ＊ 坂　田 坂　田

岡　崎 ＊ 岡　崎 岡　崎 岡　崎

＊ 三　留 三　留 ＊ 三　留

戸　田 戸　田 戸　田 戸　田 ＊

午後2時～ 三　留 戸　田 戸　田 三　留 戸　田

午後3時30分～ 坂　田 岡　崎 坂　田 坂　田 岡　崎

群　岡 午前9時～［午後は休診］ 三　留 岡　崎 坂　田 三　留 戸　田

新　郷 午後2時～ ＊ 三　留 ＊ ＊ ＊

奥　川 午後2時～ 岡　崎 ＊ ＊ ＊ 坂　田

戸
と だ

田 耕
こ う た ろ う

太郎 医師
［専門診療科］
　　外科・消化器内科

　昭和 27年岡山県生まれ。
前任は岡山県笠岡市立市民
病院で副院長を歴任。東日
本大震災で被災した福島県を支援したいという思いか
ら来町し、１１月１日より西会津診療所ならびに群岡
診療所の所長代理として勤務しています。

太陽光発電施設を整備しています

西会津診療所の工事の模様

　町では、再生可能エネルギーを活用した災害に強
い自立・分散型エネルギーシステムの導入を推進す
るため、町の防災拠点となる公共施設に太陽光発電
施設を計画的に整備しています。 
　今年度は、西会津診療所とケーブルテレビ放送セ
ンターに太陽光パネルおよび蓄電池を整備する工事
を行っています。町民の皆さんのご理解とご協力を
お願いします。

変わりました
国保診療所の診療体制



　

町
で
は
、
町
内
の
貴
重
な
民
俗
芸
能
や
伝
統

技
術
な
ど
を
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

｢

伝
承
員
制
度｣
を
創
設
し
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
５
回
目
の
今
月
は
、
つ
る
細
工
の

佐
藤
寅
男
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

　
　
　

る
細
工
に
用
い
ら
れ
る
マ
タ
タ
ビ
は
、

　
　
　

つ
る
状
に
成
長
す
る
落
葉
低
木
で
、
水

切
れ
が
良
く
、
水
分
を
含
ん
だ
材
料
は
、
し
な

や
か
で
手
や
野
菜
な
ど
の
素
材
を
傷
つ
け
る
こ

と
が
少
な
い
。
こ
う
し
た
特
長
か
ら
、
ざ
る
な

ど
の
炊
事
用
具
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
成
熟
し

た
マ
タ
タ
ビ
の
つ
る
の
皮
を
む
き
、
３
〜
５
等

分
に
割
い
て
綿
の
よ
う
な
芯
を
取
り
、
幅
や
厚

み
を
丁
寧
に
そ
ろ
え
編
む
材
料
に
す
る
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
籐
つ
る
細
工
教
室
を
２
年
ほ

ど
受
講
し
、
編
み
細
工
に
魅
力
を
感
じ
て
マ
タ

タ
ビ
細
工
を
始
め
た
。
楢
木
平
の
須
藤
一
さ
ん

か
ら
指
導
を
受
け
て
技
術
を
習
得
し
、
こ
れ
ま

で
冬
場
の
製
作
を
約
10
年
続
け
て
き
た
。

　
「
マ
タ
タ
ビ
細
工
は
、
材
料
の
加
工
に
手
間

が
か
か
り
難
し
い
。
材
料
の
幅
や
厚
み
を
き
れ

い
に
そ
ろ
え
ら
れ
る
か
で
、
ざ
る
な
ど
用
具
の

良
し
あ
し
が
決
ま
る
」
と
佐
藤
さ
ん
は
語
る
。

　
　
　

料
づ
く
り
に
１
日
半
。
そ
れ
を
編
ん
で

　
　
　

ざ
る
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
３
日
ほ
ど

か
か
る
。
佐
藤
さ
ん
は
、
須
藤
一
さ
ん
が
使
っ

て
い
た
道
具
を
参
考
に
、
自
分
で
マ
タ
タ
ビ
を

等
分
に
割
く
道
具
を
作
っ
た
。
さ
ら
に
、
手
作

り
の
マ
タ
タ
ビ
の
皮
む
き
や
、
幅
を
そ
ろ
え
る

た
め
の
道
具
を
用
い
て
い
る
。
取
材
で
伺
っ
た

日
、
そ
れ
ら
の
道
具
と
、
実
際
に
材
料
の
加
工

作
業
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

従
来
、
材
料
づ
く
り
に
は
鉈な
た
を
使
っ
て
い
た

が
、
よ
り
効
率
よ
く
均
一
な
材
料
に
加
工
す
る

た
め
、
の
こ
ぎ
り
や
、
や
す
り
な
ど
を
改
良
し

た
専
用
の
道
具
を
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　

み
方
に
は
、
あ
じ
ろ
編
み
や
、
十
字
編

　
　
　

み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
が
あ
る
。
用

具
の
用
途
に
よ
っ
て
こ
れ
を
選
ぶ
。
佐
藤
さ
ん

は
三
島
町
や
喜
多
方
市
な
ど
、
ほ
か
の
地
域
の

編
み
方
を
見
て
回
り
、
用
途
に
さ
ら
に
な
じ
む

用
具
製
作
に
挑
戦
し
て
い
る
。　

　
「
西
会
津
の
場
合
、
縁
の
編
み
上
が
り
が
矢

羽
根
の
よ
う
な
形
に
な
る
。
ほ
か
の
地
域
で
は

少
な
い
形
で
西
会
津
な
ら
で
は
の
も
の
。
こ
れ

に
よ
り
縁
が
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
強
度
も
増

す
。
編
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
奥
深
い
」
と
佐
藤

さ
ん
は
そ
の
魅
力
を
強
調
し
た
。

　
　
　

る
を
一
つ
編
む
の
に
１
〜
２
ｍ
ほ
ど
の

　
　
　

マ
タ
タ
ビ
が
30
本
程
度
必
要
に
な
る
。

11
月
初
旬
か
ら
12
月
初
旬
に
か
け
て
マ
タ
タ
ビ

の
つ
る
に
身
が
入
り
、
間
も
な
く
今
シ
ー
ズ
ン

の
製
作
活
動
が
本
格
的
に
始
ま
る
。

　
「
残
念
な
が
ら
マ
タ
タ
ビ
の
良
い
材
料
が
少

な
く
な
っ
た
と
感
じ
る
。
材
料
が
堅
く
な
る
た

め
、
毎
年
、
同
じ
場
所
か
ら
採
取
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
上
野
尻
の
友
人
に
も
採
取
を
手
伝
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
佐
藤
さ
ん
は
語
る
。

　
　
　

藤
さ
ん
は
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の
つ

　
　
　

る
細
工
教
室
で
須
藤
さ
ん
に
代
わ
っ
て

２
年
ほ
ど
講
師
を
務
め
た
。
そ
の
後
も
同
教
室

で
の
講
師
の
支
援
な
ど
を
通
し
て
町
民
の
皆
さ

ん
に
技
術
を
伝
え
て
い
る
。

　

最
後
に
佐
藤
さ
ん
は
「
須
藤
さ
ん
の
足
元
に

も
及
ば
な
い
が
、
健
康
が
続
く
限
り
、
つ
る
細

工
教
室
な
ど
に
携
わ
り
若
い
方
に
技
術
を
伝
え

て
い
け
れ
ば
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

つ

編ざ佐

材

10

伝統技術・つる細工

佐
さ

藤
とう

 寅
とら

男
お

さん［上野尻］

5

［写真右］西会
津ならではの
矢羽根のよう
な形に編んだ
ざるの縁▶

◀［写真左］
マタタビを材
料に加工する
ための手作り
の道具、下部
の４点はマタ
タビを３〜５
本に割く道具
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　１１月９日、３町内の齋藤米
よね

さんが満１００歳を迎え
賀寿贈呈式が行われました。
　齋藤さんは大正元年生まれ。会津高等女学校を卒業後、
東京で舞台衣装製作に携わり、西会津に戻ってからは
４０年余りにわたり洋裁の指導を行っていました。長寿
の秘訣は、いろいろなことに積極的に取り組むことだそ
うです。
　贈呈式では、県会津保健福祉事務所の飯野保健福祉部
長、伊藤町長、町老人クラブ連合会の渡部会長から賀寿
と祝い金や記念品が贈られ、親族が見守る中、齋藤さん
は１００歳を迎えたこの日の心境を色紙にしたためてい
ました。

百歳の長寿を祝う

　統合後、初めてとなる西会津小学校の学習発表会「西
小わくわくフェスティバル」が１１月１０日、同校の体
育館で開かれました。
　フェスティバルでは、合奏や音楽劇、研究発表など各
学年による発表のほか、伝統クラブによる「屋敷人形劇」
などが披露されました。
　子どもたちは、この日のために協力し合い一生懸命練
習してきた成果を伸び伸びと発表し、会場を埋め尽くし
た大勢の保護者は、成長したわが子の姿や、堂々とした
発表に大きな拍手を送っていました。

初めての「わくわくフェスティバル」開催

　１１月１３日、上野尻の清野フミさんが手芸作品の寄
贈のため町役場を訪れました。
　清野さんは、東日本大震災で離散した親族との再会を
願い、２枚合わせた貝殻に布を張り縫い合わせた「あわ
せ貝」の手芸作品を７月中旬ごろから作り始め、大震災
発生日の３月１１日にちなんで３１１個製作しました。
寄贈にあたり清野さんは「一つ一つ心を込めて製作しま
した。これまで敬老会などでお世話になったので、活用
していただければ」と伊藤町長に作品を手渡しました。

（写真 : 中央が清野さん、左は同行した民生委員の齋藤
公子さん）

　ＪＡ会津いいで青年部西会津支部と二本松市の酒造会
社などが、農業・商業・工業の連携により製造している

『芋焼酎』の原料となるサツマイモ（黄
こ

金
が ね

千
せ ん

貫
が ん

）の収穫が
１１月６日、西林で行われました。
　この取り組みは、ＪＡ会津いいで青年部西会津支部の
皆さんが、耕作していない農地の利用と新たな産品づく
りに向け平成２１年に開始したもので、今年度はミネラ
ル野菜普及会の皆さんも栽培に参加しました。
　４年目を迎えた今年は夏季に高温が続いたため収穫量
の減少が心配されましたが、予想以上の収穫となり、皆
さんは、おいしい焼酎の完成を願いながら作業にあたっ
ていました。

心のこもった手芸作品をいただく

おいしい芋焼酎の完成を願いながら



　

食
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
欠
か
せ

な
い
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
全
な
食
生
活

を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
身
の
健
康
を
増

進
し
、
生
涯
に
わ
た
り
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
食
育
推
進
委
員
会
を
設
置

し
て
作
業
を
進
め
、
本
年
３
月
に
「
西
会
津
町

食
育
推
進
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
食
育
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ん
も
毎
日
の
食
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

『食
しょくい く

育』とは？
　食育基本法の中で、「食育」とは次のよ
うに位置付けられています。

①生きる上での基本であって、知育、徳育
および体育の基礎となるべきもの。

②さまざまな経験を通じて ｢食｣ に関する
知識と ｢食｣ を選択する力を習得し、健
全な食生活を実施することができる人間
を育てること。

　　計画の基本理念

『食がつなぐ 健やかな心と体』
　　※「つなぐ」には、地域をつなぐ、世代をつなぐ、長く続く、絶えないように
　　　　するという意味があります。

12

　計画では、「食がつなぐ  健やかな心と体」を基本理念とし、
家庭・学校・地域が一体となって食育を推進することにして
います。また、乳・幼児期、学童・思春期、成人・高齢期の
世代ごとに目標を掲げるとともに、すべての世代の食育に関
係する地産地消についても目標を設定しています。その基本
目標は左下のとおりです。

乳・幼児期 具体的な推進目標 「楽しく食べる」　　
　乳・幼児期は生涯にわた
る食育の始まりです。町で
は、赤ちゃん栄養教室を開
催し、離乳食の試食をしな
がら食生活の基礎をはぐく
んでいます。

学童・思春期  「食体験から学ぶ」　　
　学童・思春期は心身が発
達し食習慣が形成される大
事な時期です。学校給食は
もとより、食育教室で食に
対する感謝や食の知識を伝
えています。

成人・高齢期  「望ましい食生活を実践し
　 次世代への食育を担う」

 「にしあいづ産品を活用し
　　　食習俗を受け継ぐ」

　成人・高齢期は健康の保持・
増進と生活習慣病予防などが
大切です。町では健診会場で
の試食など食生活改善の普及
活動を行っています。

地産地消

　地産地消とは、地元で生産されたものを地元で消費す
ることです。安全な地元の食材や伝統ある食文化を生か
した食生活の継承などにより、地産地消を拡大していき
ます。
　※食習俗とは、食生活に関する風習のこと

よくかんで味わって食べよう

毎日朝食を取ろう

一人ではなく、家族と食べる
　　　　　「共食」の機会を増やそう

地元でとれる食材を食べよう

主食・主菜・副菜をそろえよう

　よくかむことは、虫歯予防・肥満予防につながり
ます。

　特に２０、３０歳代が朝食を取っていません。
　現状７５％→目標値８０％

　「共
きょう

食
しょく

」とは、家族と一緒に食事をすることで、
望ましい食習慣の実践や、食事の楽しさから精神
的な豊かさをもたらすとされています。

　地元で作られる食材は、その地域の気候風土に
合った食習俗を形づくり、理にかなっているとい
えます。また、生産者と消費者の信頼関係から、
安心・安全な食材の供給につながります。

　ごはん・パン・麺などの主食、
魚・肉・卵などの主菜、野菜・
きのこ・海藻などの副菜をそろ
え、１日３食バランスのよい食
事を取りましょう。

み
ん
な
で「
食
育
」

〜
食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て
〜
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December

齋
さい

藤
とう

  秀
ひで

樹
き

さん［芝草］

渡
わたなべ

部　暉
ひかり

さん（11月号から）メッセージ

夢に向かってがんばれ !!

あなたのモットーは？ 
　世の中はセンスが大事

次の方を紹介してください
　Ｋ・S さん（西原）

　ここでは西会津中学校の生徒の
皆さんに、自分の想い描いている
夢や目標などを話していただいて
います。
　今月は、３年・元野球部部長の
貝沼 柊

しゅう

哉
や

さんです。

わたしの夢——
　「僕が将来なりたい職業は、保育
士です。そう思ったきっかけは、
子どもが好きで、家庭の授業や体
験学習で保育所を訪れたとき、子
どもたちとのふれあいが楽しく思
い、また、すぐに泣いたり、笑っ
たりする子どもたちを見てとても興味を持ったからです。そして、ど
んなことにも、すぐに対応する先生方がすごいと感じ、保育士になり
たいと思いました」　　　　　　
　
努力していること——
　「普段の生活でみんなとのかかわりを大切にしています。また、友
達や後輩とコミュニケーションをとるとき、その人が傷つかないよう
に、思ったことをすぐに言わず、相手の気持ちを考えて話すようにし
ています」

最後に未来の自分に一言——
　「保育士になるのは大変だと思うし、子どもたちの面倒を見るのも
大変だと思いますが、子どもたちが好きという気持ちを忘れずに一生
懸命がんばってください」

　

今
月
は
文
化
祭
俳
句
部
門
に
出
展
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
公
民
館
講
座
の
さ
ゆ
り

中
学
で
俳
句
を
学
ん
で
い
る
方
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

む
ら
さ
き
の
煙
の
ご
と
し
桐
の
花

細
野
シ
ズ
エ
（

滑　

沢

）

夕
暮
れ
に
灯
り
と
も
す
や
唐
辛
子

由
利
い
つ
子
（
下
小
屋
）

ち
ぎ
れ
雲
入
道
様
の
忘
れ
も
の

小
野
木
麗
子
（
真
ヶ
沢
）

子
に
孫
に
伝
え
る
景
色
そ
ば
の
花

井
上　

洋
子
（
さ
ゆ
り
が
丘
）

野
良
仕
事
休
む
農
婦
に
柿
ふ
た
つ

白
井　

重
子

(

白　

坂

）

［
訂
正
］10
月
号
の
矢
部
弘
子
さ
ん
の
俳
句
は
「
秋
あ
か
ね
絆
た
し
か
め
群
れ
て
舞
ふ
」

          
で
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

文化祭俳句部門から

あなたの趣味は？
　ファッション

特技は？
　スポーツ

最近感動したことは？
　最高の仲間と知り合えた
こと

熱中していることは？
　電気工事士の資格取得の
勉強

自分を一言で表現するとしたら？
　強運

これからやってみたいことは？
　遠くへの一人旅
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大
事
に
し
て
い
る
物
は
？

『
バ
ス
ケ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ズ
で
す
』

 

「
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
靴

を
集
め
て
い
ま
す
」



〜11月１日現在〜

〜10月受付分〜　〈敬称略〉

７，４９８人
３，６１３人
３，８８５人
２，８０９世帯

（−１２人）
（−　６人）
（−　６人）
（±　０世帯）
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本　間　まゆみ （53） 　博 　妻　 ７町内
三　留　久　七 （75） 　久 　父　 西　原
鈴　木　　　守 （87） 浩　二 　父　 さゆりの園
渡　部　ハツノ （94） 　敏 　母　 西　林
上野　伍左衛門 （80） 昭　平 　父　 呼　賀
武　藤　明　道 （82） 道　廣 　父　 新　町

齋　藤　　　湊
みなと

く　ん 直弥・祥子 西林東
長谷川　理

り

　央
お

く　ん 勝善・志穂理 西林東

武　藤　枝
え

　実
み

ちゃん 達也・志穂 井 谷

武　藤　圭　太  西林東
物　江　いづみ ９町内

佐　藤　信　英 滑　沢
伊勢亀　香　織 下小島

お誕生おめでとう

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます

町議会臨時会  報告
　町議会臨時会が１１月５日に開かれ、工事請負
契約の変更契約の議案３件について審議され、い
ずれも原案のとおり可決されました。

　【可決された議案】
○西会津小学校敷地造成工事請負契約の変更契

約—現地精査の結果から暗きょ工、土留工の追
加などによる工事請負額の増額

○町道野沢柴崎線道路改築工事請負契約の変更契
約—法面保護工法の変更などに伴う工事請負額
の増額  

○西会津診療所太陽光発電施設等設置工事請負契
約の変更契約—自家発電装置の発電容量の変更
などによる工事請負額の増額

有料広告を募集しています

紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０cm ×横８．５cm
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月

【問い合わせ先】
　企画情報課・広報広聴係　☎４５−４５３６

伊藤てる子さん
地方教育行政功労賞を受賞

　平成１２年１０月から町教育委員会委員とし
て１１年４カ月の長きにわたり町の教育振興と
発展に貢献された伊藤てる子さん ( 写真 : 中央 )
が地方教育行政功労賞を受賞しました。
　伊藤さんは、小中学校の統合をはじめ、学力
向上対策、学校支援地域本部事業や食育推進モ
デル事業の推進など町の教育行政推進に尽力し
た功績が認められこのたびの受賞となりました。



（平成２４年）２ ０ １ ２

西会津中「光桐祭」から
　１１月４日、光桐祭が「色彩〜描け！輝く未来に新た
な色を〜」をテーマに開催されました。実行委員長の渡
部晋さん（３年）の開祭宣言の後、学年・学級ごとに掛け
声や総合発表、合唱コンクールなどが行われ、生徒の皆
さんは互いに協力し合い練習してきた成果を堂々と発表
しました。会場にはＰＴＡの皆さんの協力により食堂や
模擬店が設けられたほか、文化部によるお茶会も開かれ、
みんなが一つになり光桐祭を成功に導きました。

　西会津ふるさとまつりのオープニング・アトラク
ションで町内保育所の年長組の皆さんは、かわいら
しく「こゆりちゃん音頭」を披露し、イベントの開
幕に花を添えました。踊り終わった後には、ピンク
の法被姿で記念撮影を行いました。
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